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G. Bergsträsser (Hrsg.): Neuaramäische Märchen und andere 
Texte aus Ma’lula. Leipzig 1915, Abhandlungen für die Kunde des 
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Prym（ 1843-1913 ） 16 、Albert Socin（ 1844-1899 ） 17 、Hans Stumme
（1864-1936）、それから前述の Bergsträßer の四人の東洋学者によるフィー
ルドワークに基づいている。 









ついには死滅したと考えられていた。しかし 18 世紀には、Carsten Niebuhr
（1733-1815）19 らの旅行者によりアラム語が生きているとの情報が伝えら
れた。20 そして 1831 年に、アメリカ人の Eli Smith（1801-1857）らが現代 
                                                                                                                           
Hrsg. v. Kurt Ranke u. a. Berlin 1975ff., Bd.1. S.685-718, hier S.687. 




年 97-120 頁。特に 100-103 頁。 




『季刊民族学』23 巻 3 号 千里文化財団 1999 年 39-51 頁。 
19 Niebuhr, Carsten: Beschreibung von Arabien. Kopenhagen 1772 他。 
20 高階美行「現代アラム語概観（二）: 現代中部アラム語・現代マンダ語・現代西ア
ラム語」『大阪外国語大学学報』72 号 大阪外国語大学 1986 年 11 月 67-101 頁。特
に 86 頁。 
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を詳細に検討した Theodor Nöldeke（1836-1930）は、1868 年にアラム語の
文法書を刊行している。22 1896-97 年には、フランスのシリア調査団がマ
ルーラ村で現地調査を行い、その成果をM.D.J. Parisotが1898年に出版し、
アラム語の文法・語彙の全容を明らかにした。23 このように 19 世紀後半に
は、アメリカ、ドイツ、フランスによる積極的な現地調査が行われており、
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ドイツでイスラム学の礎を築いた学者である。自身はアラム語の生の音を聞いたわけ
ではないという。 
23 高階 1986（72 号）88 頁。Parisot, M.D.J.: Le dialecte de Malula. Grammaire, 
vocabulaire et textes. Journal Asiatique, 9e Série, tome XI. S.239-312, 440-519, 














写真 1 マルーラ村（2009 年 12 月 25 日筆者撮影） 
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Prym と Socin の調査も、こうした潮流の中に位置づけられる。 
この二人は、「完全に死に絶えつつある西アラム語を書き留めるため」24、



















1869 年 9 月に、Prym と Socin はマルーラ村に移動し、さらに 6 週間の調
査を行った。二人は、断崖の上に聳える聖セルジウス修道院（写真 2 と 3）
に宿泊し、29 Zēni という名の女性からおよそ 30 話の書き取りを行った。編 
                                                          
24 Kautzsch, Emil: Socin, Albert. In: Allgemeine Deutsche Biographie 54 (1908), S. 
371-375, hier S.372. 
25 現在はトルコ領、トルコ南東部の地域。 
26 Prym, Eugen / Socin, Albert: Neu-aramäische Dialekt des Tur Abdin. Göttingen 
1881. 語り手に関しては、第一巻のまえがき S.XI に言及がある。 
27 Prym / Socin 1881, S.XIIff. 
28 Prym / Socin 1881, S.XVf. 
29 1890 年の Prym の講演記録より。Bergsträßer 1915, Bd.1. S.IX. 
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写真 2 マルーラ村の聖セルジウス修道院（カトリック） 
Prym と Socin はここに宿泊して昔話の聞き書きを















ジウス修道院」である。（2009 年 12 月 25 日筆者撮影） 






いかと Bergsträßer は推測している。31 
Bergsträßer が編纂した『アラム語の昔話』には、計 42 話が採録された。
各話にタイトルはなく、番号が付けられている。1-28 番は Prym と Socin が
Zēni から聞いたもの、29-33 番は Stumme32 が 1889 年に Zēni の息子（当
時 13 歳）から聞き書きしたものである。34-42 番は Bergsträßer が 1914 年
に集めたものである。Bergsträßer はまずダマスカスで Abdallah el-M'allim
という名のマルーラ村出身の 16 歳前後のパン職人33 に、先人の残したテク
ストを聞いてもらい、確認作業を行った。34, 35, 37, 38, 42 番は彼に新たに
語ってもらった話である。残る 36, 39-41 番は、マルーラ村に滞在した折に、
彼のおじ Habib Tannus に語ってもらったものである。34 
第二巻所収のドイツ語への翻訳は、1-13 番を Prym、14-28 番を Socin、
残りのテクストは全て Bergsträßer が担当した。Prym や Socin は文章を多
少整えているが、Bergsträßer は出来る限り忠実な翻訳を心がけたと明記し
ている。35 Bergsträßer は、1915 年にこの昔話集を上梓した後、1921 年に
は「当時入手可能なすべてのテクストを対象にした」現代アラム語の語彙集
を編纂している。36 
                                                          
30 Bergsträßer 1915, Bd.1. S.Xf. 
31 Bergsträßer 1915, Bd.1. S.XI. 
32 Stumme は Socin の弟子で、この他にも、Socin の仕事を引き継ぎ、出版している。 
33 マルーラ村の出身者は、ダマスカスでは製パン業に従事する者が多いと
Bergsträßer が指摘しているが、シャミの父親もパン屋を営んでいた。 
34 Bergsträßer は、語り手（パン職人ら）の音声の録音も試みている。Bergsträßer, G.: 
Phonogramme im neuaramäischen Dialekt von Malula. München 1933. 
35 Bergsträßer 1915, Bd.2. S.IX. 
36 高階 1986（72 号）88 頁。Bergsträßer G.: Glossar des neuaramäischen Dialekts 
von Malula. Schriftenreihe: Abhandlungen für die Kunde des Morgenlandes 15-4. 
Leipzig 1921. 
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37 Wossidlo, Richard: Über die Technik des Sammelns volkstümlicher 





39 Takla oder Warum mein Großvater vierhundert Jahre sein Gewehr trug. In: 
Schami 2009, S.115-138. 





























写真 5 聖テクラ修道院（ギリシャ正教）（2009 年 12 月 25 日筆者撮影） 
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降「7 番」の話を「アラム 7 番」と表記する。まずは「アラム 7 番」の概略
                                                          
40 荒井献編『新約聖書外典』講談社文芸文庫 1997 年 234-255 頁。Rahmoun, M.W. 
(tr.): Maaloula. History & Ruins. Prepared by Rama Elias Keriaky. マルーラ村の聖
テクラ修道院前の売店で販売している観光ガイドブック（英語とアラビア語）19 頁。 
41 Schami 2009, S.131. Bergsträßer 1915, Bd.2. S.46. 
42 「ねずの木」に関しては、拙論を参照。西口拓子「グリムの「ねずの木」――或る
「残酷な」昔話」『専修人文論集』第 82 号 専修大学学会 2008 年 181-203 頁。 




























                                                          
43 Lüthi, Max: Das Volksmärchen als Dichtung Düsseldorf/Köln 1975, S.82. 邦訳
はリュティ、マックス『昔話――その美学と人間像』小澤俊夫訳 岩波書店 1985 年 148
頁。 
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くない。「アラム 7 番」によく似ているのは「法官の驢馬」（マルドリュス版 





















                                                          
44 Schami 1987, S.18.  
45 本稿では、『千一夜物語』はマルドリュス版の翻訳を参照した。豊島与志雄他訳『完
訳 千一夜物語』第十巻 岩波文庫 1988 年 239-251 頁。 
46 Aarne, A. / Thompson, S.: The Types of The Folktale. A Classification and 
Bibliography. 2d rev. ed. (FFC 184) Helsinki 1961, S.474. 











3. 2. 『アラム語の昔話』10 番とシャミの「ネズミ殺し」 
「アラム 10 番」とほぼ同じ話が「アラム 32 番」として短く語られている。














                                                          
47 Papst Ochse. In: Sagen, Märchen und Gebräuche aus Meklenburg. Gesammelt 
und herausgegeben von Karl Bartsch. Bd.1. Sagen und Märchen. Wien 1879, 
S.494-495. 邦訳は、「法王になった雄牛」、『雪の色が白いのは――グリムにはないド
イツのむかし話――』ベルント・シャハト編 大古幸子訳 三修社 2006 年 61-66 頁。 
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『昔話の型』では、この AT1651 と AT1281「得体の知れない動物を処分
する」は別の番号が割り当てられているが、大抵は一つの話として現れる。




                                                          
48 Aarne / Thompson 1961, S.470. Uther による『昔話の型』改定版では、梗概はよ
り詳しく記述されている。Uther, Hans-Jörg: The Types of International Folktales. A 
Classification and Bibliography. (FFC 284) 3 vols. Helsinki 2004, hier Bd.2. S.354f. 
49 Kooi, Jurjen von der: Katze als unbekanntes Tier. In: Enzyklopädie des 
Märchens. Hrsg. v. Kurt Ranke u. a. Berlin 1975ff., Bd.7. S.1121-1126. 「ウィッティ
ントンと猫」については、小池滋著『もうひとつのイギリス史』第三章（中公新書 1991
年 47-54 頁）にも詳しい。ジェイコブズの話は、河野一郎編訳『イギリス民話集』岩
波文庫 1991 年 143-157 頁。 













3. 3. 『アラム語の昔話』19 番とシャミの「五人の訴訟人」 













                                                          
50 Kooi 1975ff., S.1125. 
























写真 6 ウマイヤド・モスク（ダマスカス）のミナレット 
ウマイヤド・モスクはシャミの作品にしばしば登場







                                                          
52 日本語訳ではファラクとなっているが、本稿では朗読CDに倣い、ファラーシュと表記す
る。 
























                                                          
53 Bergsträßer 1915, Bd.2. S.65. 
54 Bergsträßer 1915, Bd.2. S.65. 
55 例えば Lechner 社（Wien u. a.）による廉価版（1992 年）。編集後記にもその旨が
記されている。 
56 Max und Moritz von Wilhelm Busch. Gelesen von Rufus Beck. Der HörVerlag 
2000. ブッシュの Die fromme Helene の 6 連目が削除されている。しかし奈倉が指摘
するように、『暦物語』の中で偏見を持たずにユダヤ人を描いたヘーベル（Johann P. 
Hebel, 1760- 1826）のような人物もいた。奈倉洋子『グリムにおける魔女とユダヤ人
――メルヒェン・伝説・神話』鳥影社・ロゴス企画 2008 年 157-162 頁。 
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57 Schami 2009, S.52. 
58 Schami 2009, S.55. 
59 Schami 2009, S.55. 




























                                                          
60 Aarne / Thompson 1961, S.439. 
61 稲田浩二編『世界昔話ハンドブック』三省堂 2004 年 89-90 頁。 
62 豊島与志雄他訳『完訳 千一夜物語』第十巻 岩波文庫 1988 年 264-272 頁。 
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3. 4. 『アラム語の昔話』22 番とシャミの「だまされやすい人」 






















                                                          
63 本文では、「男」となっているが、これは「情夫」だという注釈が付いている。
Bergsträßer 1915, Bd.2. S.75. 
64 Aarne / Thompson 1961, S.491. 
























                                                          
65 Rölleke, Heinz (Hrsg.): Kinder- und Hausmärchen gesammelt durch die Brüder 
Grimm. Stuttgart 2006, Bd.3. S.138. 注釈を担当したのは、主に弟のヴィルヘルムで
ある。 
66 パウリ、ヨハネス『冗談とまじめ』名古屋初期新高ドイツ語研究会訳 同学社 1999
年 370 頁。 
67 パウリの話はドイツ語で Predigtmärlein（説話）と呼ばれるもので、ドイツ文学
史上では Schwank（笑話）に含まれる。（パウリ 1999 年 707 頁。） 
68 Kooi, Jurjen van der: Priesters Gäste. In: Enzyklopädie des Märchens. Hrsg. v. 
Kurt Ranke u. a. Berlin 1975ff., Bd.10. S.1308-1311, hier S.1309. その他、『ナスレッ
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くは睾丸となっている。 






























69 豊島与志雄他訳『完訳 千一夜物語』第十一巻 岩波文庫 1988 年 182-188 頁。 
70 Bergsträßer 1915, Bd.2. S.72ff. 





















からも分かる。Nowak の研究によれば、笑話が 30 パーセントだったのに対
して、いわゆる本格昔話（AT300-1199）の中の魔法昔話（AT300-749）は 8
パーセントにすぎなかったという。73 むろん『アラム語の昔話』にも魔法昔
話が含まれている。「アラム 2 番」の後半は AT403「白い嫁と黒い嫁」であ
り、「アラム 14 番」（33 番も同型）は AT510B「金と銀と星のドレス」であ
                                                          
71 豊島与志雄他訳『完訳 千一夜物語』第一巻 岩波文庫 1988 年 67-69 頁。 
72 西尾 2007 年 40 頁。 
73 Spies, Otto: Arabisch-islamische Erzählstoffe. In: Enzyklopädie des Märchens. 
Hrsg. v. Kurt Ranke u. a. Berlin 1975ff., Bd.1. S.686-718, hier S.707. Nowak, 
Ursula: Beiträge zur Typologie des arabischen Volksmärchens. Phil. Diss. Freiburg 
1969.  
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る。後者の導入部は、イタリアのストラパローラ（Giovan Francesco 
Straparola, 1480 頃-1557 年以後）の「匣の中の少女」74 にも似ている。さ
らに「アラム 15 番」は AT725「夢」で、「アラム 20 番」は AT314「馬（金
髪）に変えられた若者」であり、後者はグリムの「鉄のハンス」（KHM136）























                                                          
74 Uther, Hans-Jörg (Hrsg.): Märchen vor Grimm. München (Eugen Diederichs 
Verlag) 1990, S.11-22． 
75 Spies 1975ff., Bd.1. S.709. 































S.139. リュティ 1985 年 267 頁。） 
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左から『アラム語の昔話』収録番号：AT 番号（El-Shamy 2004 の話型カタログに拠
る）、対応するシャミの話（筆者が作成） 










16：AT903C, AT1407, シャミ「アイーダ」 
17：AT505A§, AT507C 
                                                          
77 Wild, Bettina: Rafik Schami. (dtv portrait) München (dtv) 2006, S.91. 
78 例えば、Milad. Von einem, der auszog, um einundzwanzig Tage satt zu werden 
(Carl Hanser Verlag 1997) 『ミラード。21 日間満腹になるために出かけていった男
の話』というタイトルは、グリムの『昔話集』第 4 話のタイトル Märchen von einem, 
der auszog, das Fürchten zu lernen「怖がることを習いに出かけていった男の話」
（KHM4）を連想させる。 
〔 50 〕 
18：AT1539, シャミ「魔法のかご」 
19：AT1534, シャミ「五人の訴訟人」 
20：AT314, AT551 
21：AT517A§, シャミ「魚が水を吐く」 
22：AT1741, シャミ「だまされやすい人」 
24：AT1525A 
26：AT884A 
30：AT170A 
31：AT720 
32：AT1651 
33：AT510B 
34：AT620 
